
バックホウにて立坑を埋戻ししている様子。 

  

今
回
、
開
削
工
法
及
び
推
進
工
法
に
よ
り
配

水
本
管
を
布
設
す
る
工
事
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
ま
し
た
。 

 

開
削
工
事
に
お
け
る
安
全
管
理
に
お
い
て
、

最
も
重
要
視
し
た
こ
と
は
、
人
と
重
機
の
接
触

事
故
防
止
対
策
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
当
工
事
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
セ
ン

サ
ー
を
使
用
し
た
人
と 

機
と
の
接
触
防
止
対
策 

の
導
入
に
よ
り
、
人
間 

が
起
こ
し
う
る
ヒ
ュ
ー 

マ
ン
エ
ラ
ー
を
セ
ン
サ 

ー
が
補
完
す
る
こ
と
で
、 

よ
り
安
全
な
作
業
現
場 

の
実
現
を
図
り
ま
し
た
。 

 

配
水
本
管
の
開
削
工
事
は
、
1
日
の
掘
削
土
量
が
非
常
に

多
く
、
大
型
重
機
の
旋
回
や
移
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
道
の
限
ら
れ
た
空
間
で
重
機
と
人
が
混
在
す
る
環

境
下
で
の
作
業
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
重
機

災
害
防
止
対
策
は
重
機
誘
導
員
の
配
置
な
ど
「
人
」
に
頼
っ

て
き
ま
し
た
が
、
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
こ
と
で
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
重
機
と
の
接
触
事
故
を
防
ぎ
、
安
全
性
が

高
ま
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
セ
ン
サ
ー
を
使
用
し
た
重
機
と

作
業
員
と
の
接
触
事
故
防
止
対
策
の
取
組 

Ｑ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
セ
ン
サ
ー
を
導
入
し
て
い
か
が
で
し
た
か 

Ｑ 

建
設
業
を
目
指
す
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す 

 

土
木
工
事
は
一
品
受
注
生
産
で
二
つ
と
し
て
同
じ
現

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
場
環
境
や
諸
条
件
に
適
応
し
な

が
ら
、
完
成
を
目
指
し
関
係
者
と
一
致
団
結
し
て
工
事

を
進
め
て
い
く
様
は
、
頂
上
を
目
指
す
登
山
に
似
て
い

ま
す
。
苦
し
い
こ
と
や
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
工

事
が
完
成
し
た
時
の
達
成
感
や
喜
び
を
仲
間
と
分
か
ち

合
う
瞬
間
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。 

 

顔写真 

日本コムシス株式会社

社会基盤事業本部 

田代 量裕 

１９９８年入社 

 大学では土木工学を

専攻。入社後は、主に

上水道や下水道のライ

フライン工事に従事。

現所属において東京都

の水道工事を担当中。 思い出の現場 

２００８年に携わった

ミニシールド工事が印

象的です。路線延長が

１．３㎞で約６０％が

曲線区間でしたので、

日々の測量と掘進管理

に苦労しましたが、到

達時マシンの顔を見た

ときはとても感動しま

した。 

当時使用した掘進機 

（機長10m、5関節） 

Ｑ Ｑ 

プロフィール 

関係者を集いデモ実施。 

センサー 

監視距離 約２ｍ 
電波送信 

センサーを取り付けた重機に

作業員が接近すると、ヘル

メットの受光器が感知し、作

業員と運転者双方に音や振動

で警報します。 

受光器 

活
用
工
事 
Ｉ
Ｃ
Ｔ ～ 

事
例
② 

調
布
市
国
領
町
八
丁
目
地
先
か
ら
同
市
菊
野
台
二
丁
目
地
先
間 

配
水
本
管(

４
０
０
㎜
）
新
設
工
事
【
水
道
局
】 

～ 


